
Fig. 2 Multi-photon luminescence intensity 
mapping of the crystallized part at a depth 

of (a) 0 m, (b) 5 m, (c) 10 m, (d) 15 m, 

(e) 20 m, (f) 25 m from the surface 

Fig. 1 Multi-photon luminescence intensity mapping 
of glassy part in the face with (a) many crystals and 

(b) a few crystals (c) is near the crystallized part 
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中性子線シンチレータとして 6Li を多く含んだガラスシンチレータが注目されており、その中

でも Pr をドープしたガラスシンチレータは非常に速い減衰時間を示す。本研究では

Pr:20Al(PO3)3-80LiF 内部の蛍光強度分布を測定した。今回測定対象とした Pr:20Al(PO3)3-80LiF の

サンプルには微結晶が析出した面が確認されており、ガラス状の部分や微結晶付近の蛍光強度分

布について報告する。 

 波長 870 nmのフェムト秒レーザーを集光照射し、材料内部で発生した多光子蛍光を光電子増倍

管によって計測する。レーザーと対物レンズを走査することで、三次元蛍光強度分布が得られる。

図 1 に微結晶が多数存在する面 (a)と微結晶が少ない面 (b)での多光子蛍光強度分布を示す。微結

晶が多数存在する面では蛍光強度が均一なのに対し、微結晶が少ない面では蛍光強度の不均一性

が確認できる。また微結晶が少ない面で結晶化している付近では蛍光強度が均一から不均一へと

変化しているのが確認できる。図 2 に微結晶が多い面に存在する微結晶部分の多光子蛍光強度分

布を示す。表面に近づくにつれ微結晶が小さくなっているのが確認でき、これは微結晶が表面か

ら内部に向かって成長している可能性を示していると考えられる。また分光評価による詳細な結

果については当日報告する。 
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